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第８回ビジネスプランコンテストは、一次審査に73

組260名の参加申込を得て、前年度の60組210名の応募

を大きく上回る結果となりました。２年前は39組136人

の参加でしたので年々コンテストの認知度が上がってい

ることを実感するとともに、ビジネスプランを考える学

生のチームワークの良さや積極的な姿勢に喜びを覚えま

した。平成29年12月７日の二次審査に進んだ21組87名

は、アイデアを駆使したハイレベルなプレゼンテーショ

ンを披露し、発表会を盛り上げていただき盛会裏に終わ

りました。これもひとえに、コンテストの企画から審査

ならびに採点さらには会場設営に至るまで携わっていた

だきました審査員の皆様や所員・研究員の先生方をはじ

め、多くの関係者の皆様に心から感謝を申し上げます。

今回は実務を担っている企業の方や行政の方が、わざわ

ざ見学に来ていただくなどコンテストの認知度向上を感

じました。そのような中、事業に直結する可能性を感じ

ながらの緊張感あふれる雰囲気で発表が行われました。

ベンチャービジネス研究所の取組方針に、｢学生が成

長できる研究所」を掲げ取組んでおり、このコンテスト

での入賞を目標に、多くの学生が真剣に取組んでくれた

ことは、成果だと感じております。このコンテストに参

加した皆さんが、ビジネスプランコンテスト入賞を一つ

の目標として、研究を重ね、仲間と議論し、指導者から

指導を受け臨んだことは、友人との絆の構築にも繋が

り、学生生活の貴重な想い出にもつながったのではない

でしょうか。二次審査では、企画力の評価を現場レベル

の厳しい目線で評価いただき、いい企画はそのままビジ

ネスに使っていただけることを期待して、審査員の先生

方にお願いをしました。日本政策金融公庫吹田支店長・

ガンバ大阪事業部長・毎日放送報道局チーフプロデュー

サーの方々に囲まれ、企業の事業プレゼン並みの緊張感

の中発表が行われ、その空気の中で発表した皆さんは素

晴らしい経験ができたように思います。

ビジネスプランコンテスト第８回目の特徴は、一次審

査通過水準が非常に高くなったことに加え、甲乙つけが

たい接戦になったことがあげられます。惜しくも二次審

査に進めなかったチームでも、アイデア的に興味深いも

のが多く、二次審査に進めば高得点を獲得できたと思わ

れるプランも数多くありました。二次審査では、発表者

のプレゼンテーション企画力が非常に高く、動画を活用

した若者目線での表現も多数行われ、画像も斬新かつ分

かりやすく、プランのポイントを的確に表現できていま

した。一方で、計数面でのアピールに弱点があるプラン

も多く、これからの課題と認識しました。

最優秀賞を獲得されたチーム２（藤澤さん、辻村さん、

竹内さん、銭谷さん、安部さん）の「お年寄りと学生の

ルームシェア」は、若者と高齢者がコミュニケーション

をとる現代社会のニーズを捉え、高齢化社会の問題解決

策を正面から捉えたプランのように思われました。優秀

賞に選ばれました「手作りぬいぐるみビジネス」や「駅

ナカレンタル傘ReDiu」のプランは、世の中のニーズを

的確に捉え、すぐにでもビジネスにできそうなインパク

トあるプランでした。同じく優秀賞に選ばれました「大

学でわいわい観戦」や「グリーン・プロジェクト」は現

代社会のモノ消費から体験型のコト消費に着眼した斬新

な内容でした。

第８回ビジネスプランコンテストを終えて
ベンチャービジネス研究所所長　経営学部教授　水野　浩児
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いずれのプランも、更なる工夫を加え、本気でビジネ

スプラン実現に向け取り組めば、企業において即戦力で

使える内容だったように思われます。

他の発表者も、堂々と発表を行い、パワーポイント画

面についても見やすく、発表者の意図を伝えるための工

夫がされ、レベルの向上が窺がえました。

一方、ビジネスプランにおける実現可能性面で検討

が必要であると思われるプランが散見された気がします。

時間の関係もありましたが、事業をスタートする際の設

備面の検証や、ビジネスプランの採算性の説明について、

実際の事業をスタートするには大きな壁があるように感

じるプランも多かった気がします。この点の改善は今後

の課題として前向きにと捉え、来年度以降にさらにレベ

ルアップすることを期待しつつ、教育現場からも更なる

指導を行う必要があると感じました。

前回のビジネスプランコンテストにて最優秀賞を受

賞したチーム（社長夫人）は、後に行われた関西ベン

チャー学会で発表を行い、そこでも優勝しており、この

コンテストのレベルの高さが窺われました。今回最優秀

賞を受賞した「チーム２」は追手門学院大学代表として

関西ベンチャー学会での発表を予定しており、優秀な評

価を得てくれることが期待されます。

今回のコンテストに応募いただいた学生の皆さんは、

是非ともこの経験を活かして将来に役立ててください。

また来年度も数多くの応募があり、レベルの高いビジネ

スプランを披露いただけることを楽しみにしています。

いつの日かこのコンテストから、日本を代表するビジネ

スが出ることを願い結びとさせていただきます。

昨年に引き続き、追手門学院大学ビジネスプランコ

ンテストの審査員として参加させて頂き、多くの気づき、

刺激を受け、とても勉強になりました。

参加された皆さんが、それぞれの現代社会の課題解決

を調査され、柔軟な着眼点でビジネスプラン実施に向け

ての創造力、展開力、行動力などの取り組み方法をよく

検討され、このコンテストの意識の高さを感じました。

また、発表は実に堂々としたプレゼンテーションで素

晴らしく、これまで多くの時間と協力者が不可欠であっ

たと想像でき、昨年以上にレベルアップしたと思います。

この主催頂いた追手門学院大学ベンチャービジネス研

究所、学生の皆さんには、貴重な機会を頂き、感謝申し

上げます。

１．社会ニーズに対する高感度リサーチ力、

２．地域貢献の意義、

３．アプリ開発の技術革新、

４．ターゲットの絞込み

５．収益構造のフレームワークなど

全てにおいて、素直に感銘を受けました。

最後に、私が感じる社会に必要とされる人材について、

ＰＡＳＳＩＯＮ（情熱を持って）

ＭＩＳＳＩＯＮ（社会の使命感に）

ＡＣＴＩＯＮ（常に行動する）

お疲れ様でした。

ガンバ伊藤拝

第８回追大学生ビジネスプランコンテスト＜感想＞

審査員　㈱ガンバ大阪　事業部部長　伊藤　慎次　
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第８回追大学生ビジネスプランコンテストに参加され

たファイナリストの皆さん、大変お疲れ様でした。昨年

に続き２回目の審査員として参加させていただき、今回

もファイナルに至るまでの、いろいろな苦労、努力を十

分に感じることができる素晴らしいプレゼンテーション

で、私自身も良い刺激を受け、とても勉強になりました。

今年は大学生によるもの20組、高校生によるもの１

組の合計21組の審査をしたわけですが、どのグループ

も第一次審査を通過してきただけあって良くまとまって

おり、審査結果は大混戦であったと思います。

その中でも最優秀賞を受賞した「チーム２」の「高齢

者と学生のルームシェア」は着眼点、発想力に優れ、実

現性もあり、特にプレゼンテーションは見事なものでし

た。高齢化社会という社会問題に取組んでいくというプ

ラン内容も最優秀賞に十分に値するものと評価します。

その他、優秀賞を受賞した４組とともに、皆さんそれぞ

れに工夫したプランでの取組は素晴らしいものでした。

欲を言えば「ビジネスプラン」ですので「収支計画」

「市場調査」の分野をもう少し追求できれば、より一層

素晴らしいものになったのではないかと思います。

ビジネスプランコンテストに挑戦を決意し、グループ

で議論を重ね、プレゼンテーションまでやり遂げたこと

は、大変良い勉強・経験になり、達成感も味わえたと思

います。この経験を忘れず、今後の学生生活、就職活動

に十分にいかしていただきたいと思います。

ビジネスの原点に「三つの輪」というものがありま

す。第一に「やりたいこと｣（創業動機、熱意、信念等)、

第二に「できること｣（スキル、人脈、経験等)、第三に

「ニーズがあること｣（時流、客観性、資金収支等）の

３つが重なるものがビジネスになるという考え方です。

特に第三は、めまぐるしく変化する現代社会では困難な

ハードルですが、私はいつの時代でも「人を感動させら

れること」には必ずニーズがあり、ここがポイントだと

考えています。これらのことを今後のビジネスプランコ

ンテストに挑戦していくための参考にしていただければ

幸いです。

懇親会の講評でも触れましたように、国の政策金融

機関の支店長として「学生の創業」に融資したいという

夢がありますが、残念ながらまだその経験がありません。

追大学生ビジネスプランコンテストから、その夢を実現

してくれるような素晴らしいプランが出てくるよう、皆

さんの今後のご健闘を期待します。

今年も貴重な経験、勉強をさせていただき、ありがと

うございました。

最後になりましたが、貴大学のますますのご発展を祈

念しております。

第８回追大学生ビジネスプランコンテスト＜感想＞

審査員　㈱日本政策金融公庫　吹田支店長　天鷲　和之　
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今回コンテストにおける21件の発表を聴いて、まず

感じたのは、学生が社会の動きをよく見てニーズを的確

に捉えている点である。それは、シェア経済（Sharing 

Economy）の実現（１、８、11、12、20番)、ICTの活

用（２、５、７、９、10、11、12、18番)、高齢化へ

の対応（３、８、15、21番)、環境問題の解消（１、14、

20番）、その他経済・社会問題への対応（シャッター

商店街（４番）や限界集落（６番）など）に表れている。

次に、大学生にとっての身近な問題にも目を向けて解決

策を考えている点に感心した（１、５、13、16番)。ま

た、どの発表を見てもオリジナリティ、アイディアのき

らめきがあると感じた。

全体を通じて、私が一番うれしかったのは、利益を

あげることだけを考えるのではなく、社会的貢献につい

てもよく考えている点であった。中には、いわゆる社会

的企業（Social Enterprise）として創業できそうなもの

（３，６、８、14、15、21番）も見られる。これらは、

是非実現してほしいと思う。

物足りなさを感じた点もある。それは具体的事業計

画についてである。発表全体を通じてのことだが、アイ

ディアは出せても、それを実現することは非常に難しい。

私自身、かつて会社勤めの時代に全社的総合企画部門

（社長室）において、新規事業立案のチームにも席を置

いていたが、その時の経験から見て、とくに計画の掘り

第８回追大学生ビジネスプランコンテスト＜感想＞

審査員　本学名誉教授　西岡　健夫　
（ベンチャービジネス研究所　顧問）

去年に続いての審査員としての参加でした。今年も

どんなプランが発表されるのかとワクワクしながら聞い

ていました。プランを発表するということは、なぜそれ

を思いついたのか、どうやって実現していけばいいのか、

どこにオリジナリティを見出すのかなど、論理的に考え、

まとめる力が求められます。

これは去年も感じたことですが、この一連の作業は、

テレビニュースの特集をどうやって作っていくのか考え

る工程にも似ています。

記者やディレクターは自分が取り上げたいと思うネタ

について、どこにニュース性や社会性を求めるのか、そ

れを効果的に伝えるにはどんなシーンが撮れればいいの

か、そして、集まった映像素材をどのように組み立て、

どのようなナレーション原稿を書けば、最終的に自分が

何を訴えたいことをまとめられるのかを試行錯誤しなが

ら考えています。なにか似ているような気がしませんか。

しかし、よく考えてみれば、これはどんな仕事にも

当てはまる思考経路なのでしょう。例えば、自分が担当

している商品を売るには、商品の特性を熟知したうえで、

どこに訴えればもっとも効果的なのか、そのためにはど

んな行動が求められるのか、さまざまな戦略を練る必要

があります。

つまり、学生のみなさんは、ビジネスプランを考え

るという行為を通じて、論理的な思考方法を鍛えている

ということになります。もちろん独創的なアイディアを

考え付くに越したことはありませんが、それに負けず劣

らず、そのアイディアをどう肉付けしていけばいいのか、

どんなプレゼンをすれば分かりやすく伝えられるのか、

こうした戦略を考えることはとても重要だと思います。

今回、高得点を取ることができた人もできなかった人

も、こうした思考形態を身に付けることは、将来、必ず

役立つはずです。

しかし、大勢の前で発表するということはとても緊張

することだと思います。今でこそ、人前で話すことはあ

まり苦にならなくなりましたが、つい最近までは本当に

苦手でした。大勢の前で話すということも貴重な体験で

す。

みなさんの今後の活躍を期待し、楽しみにしています。

第８回追大学生ビジネスプランコンテスト＜感想＞

審査員　株式会社毎日放送　報道局ニュースセンター　統括編集長　池﨑　光恭　
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今回，審査員をさせて頂いた経営学部教員の中野です．

今回のすべての発表を審査して感じた点を以下に記しま

す．

まず，皆さんが『実現可能性』および『市場性』をか

なり考えていることを感じました．この２点に関しては，

正直に言うと予想よりもしっかり考えたチームが多く驚

きました．これらの点はとても良かったと思います．

そして『プレゼンテーション力』については，チー

ム間でいくらか差があったように思います．まずスライ

ドは皆さん上手く作っていたように思います．さらに話

の仕方であったり，内容であったり発表に際してよく練

習しているようにお見受けしました．あと聴衆に対して

アニメーション，動画，試作サンプル等といった印象に

残すような工夫にも気を配っていたチームがあったのは，

とても嬉しかったです．

『社会貢献性』は学生さんには少し難しいかな，と感

じました．何が社会貢献なのかは，社会に出てある程度

経験を積まないとわからない面もあるかと思います．た

だこの点について皆さんが真剣に考えてくれていたのは

大変嬉しく，同時に頼もしく思いました．

最後に『プラン・アイデアのオリジナル』については，

もう少し独創性があってもよかったと思います．ここが

一番難しいのですが，我々年寄りが求めているのは，若

い皆さんでないと思いつかないような，良い意味でとん

でもない「とんがった」アイデアです．そこは少々粗削

りであったり，実現可能性や市場性が提案時点で「？」

であったりしてもいいと個人的には思います．例えばソ

ニーのウォークマン（当初は携帯型カセットテーププ

レーヤー）は，当時社内からは「録音機能の無いテープ

レコーダーは絶対に売れない」と反発されましたが，結

果的には爆発的に売れ，オーディオの世界のみならず

ファッションの世界でもおしゃれとして大流行しました．

この『オリジナルのアイデア』をどうやって考えるか，

というのが難しいところです．そこで，私が以前勤めて

いた会社の（当時の）某研究所長が，某商品事業部にい

たころに使っていたアイデア創出法を書いておきます．

１． まず部門の全員で研修所に入り，徹夜覚悟の合宿

を行う．

第８回追大学生ビジネスプランコンテスト＜講評＞

審査員　経営学部　准教授　中野　統英　
（ベンチャービジネス研究所研究員）

下げ、実現可能性、収支計画が重要である。そこで、そ

の点に関して厳しい目で発表を聴いていたのだが、各発

表の新規事業・起業の計画には具体化の不十分さ、詰め

の甘さがあり、気にかかった。

しかし、発表者はまだ学生である。自身の学生時代を

振り返れば、どれだけのことができたのか？　それを思

えば、発表者の学生は実によくやっている。社会をよく

見て、確かな問題意識を持っており、しかも、儲けるこ

とだけでなく、社会問題の解決にも貢献しようとしてい

る。これは、賞から漏れた発表者についてももちろん言

えることである。次代を託す若者を頼もしく思った。

最後に、今後学生の皆さんに望むこととして、経済社

会の大きな流れに目を向けること、経済をマクロ的にも

見ること、の２つを挙げたい。前者においてはICT（loT、

AI）革新とマネー経済化が顕著だが、今回の発表でICT

は取り上げられていたものの、マネー経済に関するもの

は無かった。金融の勉強は是非してほしい。

後者については、経営学だけでなく経済学をしっかり

学ぶことを勧めたい。

企業の経営をするにも、経済全体の動きがわからなけ

れば、前には進めないからである。

若い優秀な皆さんにエールを送る。力を発揮して社会

に貢献してください。

 ※発表順番については７ページ参照
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２． そこである商品（例えば冷蔵庫）についての新し

いアイデアを考え，部屋中に貼った紙に一つずつ

書いていく．

そうすると，アイデアが100を超えたあたりから本当に

『オリジナルのアイデア』が出てくるそうです．参考に

なれば幸いです．

色々と書きましたが，会場で一番に感じたのは「学

生さんのエネルギー」でした．今後ともこのエネルギー

を大切にして，良い方向に爆発させてほしいと思います．

今回の経験は将来絶対に生きてきますので，入賞できな

かったチームの方々も胸をはって，これからも頑張って

ください．

１次審査を通過した作品ばかりですから、さすがと思

う報告ばかりでした。シェア自転車、お弁当の出張販売、

服のコーディネート、フライヤー予約などは、私たち中

年ではわからない、学生諸君が身近に感じている課題だ

ということが見えてきて面白かったです。一方、高齢者

のための遊び場の提供、お年寄りと学生のルームシェア、

高齢者限定の人材紹介、買い物代行サービスなどは、あ

まり身近には感じていないであろう高齢化社会の課題を

解決する取り組みであり、興味がないと思われる学生諸

君からこのようなアイデアが出てきたことに、その意外

性から新鮮さを感じました。

また、廃棄予定の規格外の農作物の収穫体験、子供服

のレンタルや服のコーディネート＋フリマアプリ、大学

スポーツ観戦、駅ナカレンタル傘などは、社会的に無駄

が生じている資源の有効活用を図ろうという話で、これ

らは社会的にも価値があり、比較的無理のないビジネス

だと思いました。

こうした中で、私が特に面白いと感じたのは、高齢者

のための遊び場の提供と廃棄予定の規格外の農作物の収

穫体験、手作りぬいぐるみビジネスに関する発表でした。

ゲームは今後も進化し続けるでしょうが、高齢者向けの

ゲーム開発はまだまだで、今後、さらに進化していくで

しょうし、そのゲームをするために新しい知り合いと出

会えるのなら、老後も刺激的な生活ができそうで楽しみ

です。廃棄予定の規格外の農作物の収穫体験は、規格外

で市場に出回りづらい農作物のほうが、形が不格好でか

わいらしく、写真映えもして感動も大きくなる可能性が

あります。これもやりようによっては話題になるのでは

ないかと思いました。さらに、子どもが描いた図案をぬ

いぐるみにするビジネスは、そもそも子どもの描いた絵

は修正を加えず、そのままにしておいたほうがいいので

はと思っていましたが、修正してぬいぐるみにした方が

顧客の受けが良いなら、加工による工夫で、より多様な

ビジネス展開が期待できるのではないかと思いました。

今、日本経済に必要とされているベンチャー企業は、

斬新なアイデアで、社会的課題を解決する優秀な企業と

いうイメージがあるでしょう。しかし、失敗を恐れず果

敢に挑戦する社長の行動力や組織の柔軟性もベンチャー

企業の大きな特徴です。ビジネスプランコンテストで見

ることができるのは、斬新なアイデアで社会的課題を解

決するビジネスプラン上の工夫だけですが、他人に頼ら

ず、自ら先頭に立って困難に立ち向かう起業家のような

「行動力」を養うことも重要です。

今回発表してくれた学生諸君が自ら行動し、他の学生

諸君に良い刺激を与え、社会的課題を解決する起業家精

神をもった人材として、今後さらに成長してくれること

を期待します。

ビジネスプランコンテストの審査員として参加して

審査員　地域創造学部　講師　稲葉　　哲　
（ベンチャービジネス研究所所員）
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個
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だ
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院
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の
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、

追
手
門
学
院
大
学
の
学
生
個
人
か
、1
名
以
上
の

追
手
門
学
院
大
学
学
生
を
含
む
グ
ル
ー
プ
。

大
阪
府
下
の
高
校
、大
学
、大
学
院
に
通
う
学
生

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
発
表
会
（
第
二
次
審
査
）

20
17
.8
.1
火
-1
1.
7火

20
17
. 1
2.
7木

Q
U
Oカ
ー
ド
　
3万
円
分
×
4組

優
秀
賞

Q
U
Oカ
ー
ド
　
5千
円
分
×
6組

奨
励
賞

最
優
秀
賞

Q
U
Oカ
ー
ド
　
5万
円
分
×
1組

追
手
門
学
院
大
学
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
所（
研
究
棟
6階
）　

TE
L：
07
2-
64
1-
73
74
　
FA
X：
07
2-
64
3-
95
97
　
E-
m
ai
l：
ve
nt
ur
e@
m
l.o
te
m
on
.a
c.
jp

お
問
合
せ

第
8回
 追
大
学
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
募
集
要
項

❶
 趣
旨

本
学
の
教
育
理
念（
目
的
）は
「
独
立
自
彊
・
社
会
有
為
」
で
す
。そ
の
実
践
事
業
の
一
つ
と
し
て
、ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
所

で
は
、学
生
に
よ
る「
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
作
成
と
発
表
」
の
場
を
設
け
ま
す
。こ
れ
に
よ
っ
て
起
業
家
マ
イ
ン
ド
の
醸
成
と
起
業
の

正
し
い
あ
り
方
へ
の
関
心
が
高
ま
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

❷
 募
集
内
容

ニ
ー
ズ
が
あ
る
も
の
の
こ
れ
ま
で
供
給
が
な
か
っ
た
、社
会
に
役
立
つ
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
・
ア
イ
デ
ア
。

❸
 応
募
資
格

大
阪
府
下
の
高
校
、大
学
、大
学
院
に
通
う
学
生

個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
。た
だ
し
、大
学
生
、大
学
院
生
の
場
合
は
、追
手
門
学
院
大
学
の
学
生
個
人
か
、１
名
以
上
の
追
手
門
学
院

大
学
学
生
を
含
む
グ
ル
ー
プ
。プ
ラ
ン
・ア
イ
デ
ア
の
内
容
が
異
な
れ
ば
何
件
で
も
応
募
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

❹
 審
査
基
準

プ
ラ
ン
・ア
イ
デ
ア
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
性
、市
場
性
、実
現
可
能
性
、社
会
貢
献
性
、及
び
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
。

❺
 審
査
員

本
学
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
所
の
所
員
・
研
究
員
・
顧
問
の
中
か
ら
審
査
委
員
会
を
設
け
て
審
査
し
ま
す
。

❻
 審
査
方
法
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

（
1）
第
1次
審
査
：
8月
1日
（
火
）～
11
月
7日
（
火
）の
間
に
提
出
さ
れ
た
書
類
を
基
に
審
査
を
行
い
ま
す
。

・
審
査
結
果
を
11
月
中
旬
に
メ
ー
ル
で
通
知
し
ま
す
。

（
2）
第
2次
審
査
：
12
月
7日
（
木
） 
 〔
会
場
〕追
手
門
学
院
大
学
 6
10
1教
室

・
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
発
表
会
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン（
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
等
を
使
用
）を
基
に
審
査
し
ま
す
。

　
発
表
会
と
第
2次
審
査
の
後
、結
果
発
表
と
表
彰
を
行
い
ま
す
。

❼
 応
募
方
法
・
提
出
先

所
定
の
応
募
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、必
ず
メ
ー
ル
に
申
込
書
を
添
付
し
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。（
デ
ー
タ
申
込
み
の
み

受
け
付
け
ま
す
）。
応
募
申
込
書
は
下
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。プ
ラ
ン
・ア
イ
デ
ア
１
つ
に
つ
き

応
募
申
込
書
１
部
が
必
要
で
す
。

ht
tp
://
w
w
w
.o
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m
on
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c.
jp
/r
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ea
rc
h/
la
bo
/v
en
tu
re
/

メ
ー
ル
送
付
先
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e@
m
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m
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jp

❽
 お
問
合
せ
先

追
手
門
学
院
大
学
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
所（
研
究
棟
6階
）

〒
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7‒
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 大
阪
府
茨
木
市
西
安
威
2‒
1‒
15

TE
L：
07
2‒
64
1‒
73
74
　
FA
X：
07
2‒
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3‒
95
97
　
E-
m
ai
l：
ve
nt
ur
e@
m
l.o
te
m
on
.a
c.
jp（
担
当
 宮
下
）

❾
 募
集
期
間

平
成
29
年
8月
1日
（
火
）か
ら
平
成
29
年
11
月
7日
（
火
）ま
で
必
着

10
 賞
状
と
賞
金

●
最
優
秀
賞
 Q
UO
カ
ー
ド
5万
円
分
 1
組
　
●
優
秀
賞
 Q
UO
カ
ー
ド
3万
円
分
 4
組
　
●
奨
励
賞
 Q
UO
カ
ー
ド
5千
円
分
 6
組

11
 そ
の
他
の
注
意
事
項

応
募
プ
ラ
ン
の
知
的
所
有
権
は
応
募
者
に
帰
属
し
ま
す
。受
賞
し
た
プ
ラ
ン
は
、
応
募
者
に
了
解
を
得
て
、概
要
を
公
表
し
ま
す
。

審
査
結
果
の
発
表
後
、
盗
作
や
虚
偽
の
事
実
等
が
判
明
し
た
場
合
は
受
賞
失
格
と
な
り
ま
す
。
応
募
に
あ
た
っ
て
は
、
知
的
財
産

権
等
に
つ
い
て
、
第
三
者
の
権
利
の
侵
害
、そ
の
他
の
問
題
が
生
じ
な
い
よ
う
、十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。そ
の
他
、
応
募

に
関
し
て
、何
か
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
上
記
問
合
せ
先
ま
で
、ご
遠
慮
な
く
ご
質
問
く
だ
さ
い
。

ど
く
  り
つ
   
 じ
  き
ょ
う

し
ゃ
  か
い
  ゆ
う
   
い
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「高齢者と学生のルームシェア」
 藤澤 尚史・辻村 早香・竹内 梨乃・銭谷 亮太・安部 有咲
 （経営学部２, ３, ４年）

私たちは今回のビジネスプランコンテストに出場させていただき、初出場ながら最優秀賞を頂くことができ
ました。私たちはこの出来事から学んだこと、感じたことが３つあります。
１つ目はビジネスプランをつくる難しさです。サービスを優先すると利益が出ない、利益を優先するのなら
それに見合ったサービスをつくらなければならないなどの難しさがありました。特に、費用から利益を算出す
るため給与、広告費、家賃、交通費、通信費などの費用を実際のデータを元に計算し、そこから利益を計算す
ることに頭を抱えることが多々ありました。例えば、営業のために使う電話代を計算する際に、コスト削減の
ためにイオンでんわ10分かけ放題プランなど実際にあるものを調べ、家賃は現在借りることの出来る都内のオ
フィスを調べ、広告費はチラシの作成、配布の委託を依頼できる企業を探す等、自分達が実際にビジネスをす
ると想定して調べました。
２つ目はチームで動くことの重要性です。私たちのチームは２～４年生の５人チームで、それぞれモチベー
ションやスケジュール、考え方などが大きく違いました。しかしこのビジネスプランコンテストにはリーダー
のみならずチームメンバーの協力も必要であり、心理学や組織についての本も読みました。今回の１番の課題
はチーム１人１人のモチベーションでした。より細かく、より正確に、顧客へのサービス等を実際に自分たち
でビジネスをすると考えデータやプランを作成することは、思った以上に大変な作業で、普段の授業の課題や
アルバイトに加えてこのような作業があったので時にチームのメンバーのモチベーションが下がることもあり
ました。しかし、このような時にリーダーの声かけや１人１人に自主性があったということもあり、各個人の
役割をしっかり全うし、チームのメンバー全員でこのプランを完成させました。チームというのは面倒な事や
時には衝突することもありますが、それらを乗り越えて結果に結びついた時には、1人では得られない程の学
びや喜び、嬉しさを得ることができました。
３つ目は講義で学んだことを実際に活かすことの重要性です。私たちは経営学部に所属しており経営学につ
いて様々な講義を受講しているのですが、実際に学んだ知識を利用することはしてきませんでした。今回この
ビジネスプランコンテストに出場するにあたり、経営学などの本を読み自ら進んで学びました。そして実際に
試行錯誤するなかでより学びが深まったと同時に、自らの知識の無さを痛感しました。この様に講義を受ける
だけではわからない、実際に行ったからこそ気づけたことは非常に良い経験になりました。
今後はこのビジネスプランコンテストに出場して得た経験、知識、チームメンバーの先輩や後輩との繋がり
を大切にするとともに、より一層勉学に励みこれからの大学生活では自ら進んで学ぶ姿勢で何事にも取り組ん
でいきます。このような機会を与えて下さったベンチャービジネス研究所様に心から感謝しております。あり
がとうございました。

ビジネスプランコンテスト　最優秀賞
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きたしんビジネスマッチングフェアに出展いたしました。

１．ビジネスマッチング
　学生研究員が現在活動しているプロジェクト「北摂エリアマッププロジェクト」の活動内容等の説明・広報・展示を
行いました。さらには北摂エリアの美味しいカレー屋さんの取材を事前に行い、北摂７市１町のおすすめカレー店を紹
介、そして来場者200名近くの方々にカレー店の人気投票やアンケートを行うなど、大盛況のうちに終了いたしました。
このアンケート結果は「北摂エリアマッププロジェクト」下記facebookで発表しています。

【北摂エリアマッププロジェクト】
………………………………………………………………………………
Facebook：https://www.facebook.com/hokusetu.mpj/

ホームページ：https://hokusetsumpj.wixsite.com/mpj-1

YouTube：https://www.youtube.com/watch?v=JCIlXef281Q

Instagram：https://www.instagram.com/hokusetu.mpj/

………………………………………………………………………………

２．中小企業経営支援セミナー
　 　中小企業経営へのワンポイントアドバイスとして
　　金森喜久男教授（本学経営学部・ベンチャービジネス研究所研究員）
　　　「働き方改革：明るい職場つくりと情報セキュリティ」
　　井上秀一講師（本学経営学部・ベンチャービジネス研究所所員）
　　　「(中小）企業経営と管理会計システム」
　　それぞれのテーマにてセミナーを開催致しました。
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働き方改革：明るい職場つくりと情報セキュリティ

 日時：2017年11月14日㈫13：30～15：00
 会場：マイドームおおさか２階Ｂ　　　　
 講師：追手門学院大学経営学部教授　　　
 金森喜久男（マーケティング学科）
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（中小）企業経営と管理会計システム

 日時：2017年11月14日㈫13：30～15：00
 会場：マイドームおおさか２階Ｂ　　　　
 講師：追手門学院大学経営学部講師　　　
 井上　秀一（経営学科）　　　　　



20

Institute  of  Venture  Business  Research  Newsletter    vol.19

10

13

16

11

14

17

12

15

18



21

Institute  of  Venture  Business  Research  Newsletter    vol.19

19

22

25

20

23

26

21

24

27



22

Institute  of  Venture  Business  Research  Newsletter    vol.19

28 29



23

Institute  of  Venture  Business  Research  Newsletter    vol.19

130周年記念事業の一環として『ベンチャービジネス研究』第３巻を本学出版会より出版いた
しました。

ベンチャービジネス研究　第３巻　ベンチャービジネスを取り巻く環境把握　― 価値創造・政策支援・事業計画・地域金融 ―

＜内容紹介＞
　ベンチャービジネスを１・価値共創の観点　２・ベンチャービジネスの重要性　３・政府の政策支援策　４・農業の
現状からの企業家精神　５・有償新株予約権に関する会計基準　６・管理会計の活用　７・地域金融機関の存在意義
８・金融機関のベンチャー企業の事業性評価姿勢　について７人の実務家と研究者により、実務と理論を交えながら論
じたものです。幅広い観点からベンチャービジネスを取り巻く環境をタイムリーにまとめており、起業を目指す人々の
ヒントになることを願っています。

１．茶道に見る「価値共創」の可能性
　　　池田　信寛（追手門学院大学経営学部　教授）

２．ベンチャービジネスの重要性
　　　杤尾　安伸（追手門学院大学経営学部　准教授）

３．ベンチャービジネスの重要性と政府等の支援策
　　　稲葉　　哲（追手門学院大学地域創造学部　講師)

４ ．農業におけるベンチャーとは　― 農業の現状から
考えるベンチャービジネスと企業家精神 ―
　　　葉山　幹恭（追手門学院大学地域創造学部　講師)

５ ．従業員等に対して権利確定条件付き有償新株予約権
を付与する取引に関する取扱い（案）について
　　　山下　克之（追手門学院大学経営学部　教授）

６．ベンチャービジネスと事業計画　― 管理会計の活用 ―
　　　井上　秀一（追手門学院大学経営学部　講師）

７．信用金庫の存在意義
　　　小牧　義昭
　　　（ 北おおさか信用金庫　常務理事　総務部長
　　　　地方創生推進委員会　委員長）

８ ．これからの地域金融機関のビジネスモデルにおける
事業性評価の取組とベンチャービジネス
　　　水野　浩児（追手門学院大学経営学部　教授）
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Newsletter　vol.19
■ 編集・発行　2018 年 3月 15日　印刷
　 　　　　　　2018 年 3月 15日　発行

■ 編集代表者　水　野　浩　児

■ 印　刷　所　川西軽印刷株式会社

■ 発　行　所　追手門学院大学　ベンチャービジネス研究所
　 　　　　　　〒567-8502　茨木市西安威2-1-15
　 　　　　　　TEL／072（641）7374　　FAX／072（643）9597
　 　　　　　　　（事務局　宮下知子）
　 　　　　　　E-mail：venture@ml.otemon.ac.jp
　 　　　　　　http：//www.otemon.ac.jp/research/labo/venture/

①　 2018年度ベンチャービジネス研究所活動に参加して頂ける教員（所員・
研究員）を募集しております。ベンチャービジネスや事業承継について研
究、出版にご参加ください。

②　学生研究会会員募集
　　 　ビジネスプラン・プレゼンテーション・ホームページ・アプリなどに興
味のある学生研究会メンバーを募集しています。先生方からも学生にお伝
えください。

2017年度ベンチャービジネス研究所　所長・副所長・所員・研究員・顧問一覧

役　　職 氏　　名 所　　属　　等 役　　職 氏　　名 所　　属　　等

所 長 水野　浩児 経営学部教授 所 員 八木　俊輔 経営学部教授

副 所 長 村上　喜郁 経営学部准教授 所 員 山下　克之 経営学部教授

所 員 池田　信寛 経営学部教授 所 員 李　　　建 経営学部教授

所 員 石盛　真徳 経営学部准教授 研 究 員 金川　智恵 経営学部教授

所 員 稲葉　　哲 地域創造学部専任講師 研 究 員 金森喜久男 経営学部教授

所 員 井上　秀一 経営学部専任講師 研 究 員 中野　統英 経営学部准教授

所 員 岡崎　利美 経営学部准教授 研 究 員 梶原　　晃 久留米大学商学部教授

所 員 杤尾　安伸 経営学部准教授 研 究 員 田淵　正信 客員教授・公認会計士・税理士

所 員 長岡　千賀 経営学部准教授 顧 問 合田　順一 茨木商工会議所会頭

所 員 朴　　修賢 経営学部准教授 顧 問 西岡　健夫 追手門学院大学名誉教授

所 員 葉山　幹恭 地域創造学部専任講師 顧 問 藤田　　正 府立大阪女子大学名誉教授

所 員 宮宇地俊岳 経営学部准教授 事 務 局 宮下　知子

所 員 宮﨑　崇将 経営学部専任講師 2017.4.1現在 （50音順）


